
多久市地域包括支援センター
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東多久合同地区東多久合同地区

次号は東多久町納所地区の取り組みを紹介します！次号は東多久町納所地区の取り組みを紹介します！

介護のいまを知ろう⑩

おたっしゃだより

明日の「元気」を、今「地域と一緒」につくる

集いの場・いきいき百歳体操に取り組んでいる地区を毎月紹介します。

グループの名称：サンサンサークル東多久
開始時期：平成29年 8 月 2 日～
実 施 日：毎週水曜日　10時～
コメント：住み慣れた土地で元気に過ごしたい
という思いで、和気あいあいとした雰囲気の中、
１時間程度東多久公民館で行っています。この
教室は、東多久古賀地区のメンバーで開き、今
では、他の地区の人にも広がり、毎回、いろい
ろな地区の人で賑わっています。いきいき百歳
体操とかみかみ体操で、元気を勝ち取るぞ！
代 表 者： 渡邊　静子
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わた なべ しず こ

一緒に考えてみませんか？ 自分らしい最期の迎え方

高齢者が住み慣れた家庭や地域で安心して、元気に、暮らし続けるために

講演会で実施したアンケートから参加者の声を紹介します。

1月26日㈯に中央公民館で　「いのちを考える」と題した講演と、在宅医療・介護から “看取り” までの、
自己決定を支える支援の啓発劇の構成で、市民公開講座を行いました。

ちくたくネットと仲間たちによる
「自己決定を支えるケア」をテーマにした劇

劇のシーンから

▲五十嵐雄道  住職

い　が　ら　し ゆう どう

劇の構成を考えた諸隈病院医療ソーシャルワーカーの西村昇造さん

　病気が原因で「家には帰られない」「家族に迷惑をかける」など、さまざま
な理由から自宅生活を諦めてしまう人が多い。ひとりで悩まず、自身の「望む
生活」を話してもらい、家族やサービス提供者が共有・協力することで、みん
なで支えることができることを知ってもらいたかった。

にしむら しょうぞう

　多久市には、市内の医療機関や福祉関係施設などの

職員と共同で「在宅医療・介護連携推進協議会」を設

置しています。切れ目のない医療と介護を提供していく

ために各分野で学習会活動や全体多職種職員研修会

を実施しています。また、毎年 1回は市民と一緒に学

ぶ機会として市民公開講座を開催しています。

◇病院の場面：
　本人の気持ちを尊重し、支援の方向を考える

◇訪問看護の場面：
　在宅サービスにはリハビリや訪問入浴などの支援もあります

◇自宅での場面：
ケアマネージャーが訪問し、サービス提供内容等を確認する

◇医師による訪問診療の場面

◇最期の場面

佐賀市円光寺五十嵐雄道住職による講演「いのちを考える」

私として
生まれてよかったと
思える人生を
過ごしたいと思う
（50代・
医療関係者）

自分の
最期は自宅で
というのは誰もが
望むところ

（70代、市民）

残されている
日々を楽しく

大切に生きることを
感じました
（80歳以上
・市民）

生と死は
違うか否かを
考えるきっかけを
与えられた

（70代、市民）

生きたいという
思いも死にたい
という思いも個々の
意見を尊重したい

（70代、市民）
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